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令和３年 10 月号にあたって

社会福祉法人 永美福祉会                      

                                              理事長 沢田 一郎

皆さま方には、日頃より当法人事業にご理解とご支援をいただきありがとう

ございます。

今年度も早 6 ヶ月が過ぎようとしています。ほぼ１年 6 ヶ月にわたる新型コロナウイルス感染症の

流行により、引き続き様々な活動の制約や自粛を余儀なくされています。

この夏には東京オリンピック・パラリンピックが開催されました。開催の是非を巡って様々な議論が

ありましたが、無観客、テレビ観戦という形態となりました。参加選手のスポーツへのひたむきな姿勢

は私たちに大きな感動を与え、勇気をもらった方も多かったのではないでしょうか。ただ、コロナ禍の

なかでエッセンシャルワーカーと称される医療関係者や私たちのような福祉事業に携わるものからする

と、さすがに戸惑いを感じてしまったのは確かです。感染症が沈静化していくよう様々な方々の英知を

結集して、一日も早く普通の生活に戻ることができるよう願うばかりです。

本年 6 月法人役員、評議員等の改選があり、別ページ記載の方々が選任されました。

今後とも法人役員の皆さま方とともに、利用者の方々の人権と尊厳に敬意を払いつつ支援の向上を目

指し活動して行く所存ですので、よろしくご指導ご鞭撻賜りますようお願い申しあげます。
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神島田保育園のすてきみーつけ 神島田保育園 園長 沢田里美

今回「Ｎagami Ｎews」の原稿を依頼され、私が唐臼保育園の園長になった平成１２年の１月の正月

号から続けている、園だより「すてきみーつけ」の園長原稿の形式でお伝えしたいと思います。

♥広報誌「ここから」の過去の記事から、すてきみーつけ！

2015 年 4 月 Ⅴol. 1： 第１号で、前年に民間移譲された神島田保育園が他施設とともに登場‼

2016 年 4 月 Ⅴol. 3： 「健康」「子どもが主人公」「実体験と想像の世界の協同」という神島田保

育園が大切にしていることを、子どもの活動でわかりやすく紹介**

2018 年 4 月 Ⅴol. 7： 唐臼・神島田両園と地域の方々との交流がいっぱい♥♡

2018 年 9 月 Ⅴol. 8： 四季の自然活動いろいろ（野菜栽培観察・造形活動・食育活動等）♣♧

2019 年 4 月 Ⅴol. 9： 唐臼・神島田両園の交流楽しいね（どろんこ遊び・もちつき会）♪♪

2020 年 4 月 Ⅴol.11： 大規模修繕後の内覧会。すてきな園舎に変身★☆

  過去の「ここから」から神島田保育園が大切にしているすてきな姿をみつけられましたか？

♥令和２年（2020）４月に幼保連携型認定こども園に移行しました。こども園のすてきみーつけ！

                         
１号認定（就労等要件

不要）の利用ができる

ようになりました。ラ

イフスタイルに合わ

せて、仕事と育児のバ

ランスを考えて、こど

も園を利用してくだ

さい。

０歳から就学まで愛情

深く関わり、情緒の安

定を図りながら、個々

の発達に添って援助

し、個性を伸ばしま

す。

３歳未満児は、生活の

流れをゆったりと、丁

寧に関わり、生活習慣

の自立を促します。

３歳以上児は、環境を

整える中で、自己の課

題に取り組み、学びへ

の意欲が高まるように

します。

異年齢の中で、互い

に刺激し合い、思い

やりの人間関係が育

つように促します。

昭和５３年１０月、唐臼保育園の入所面接を、

公立の神島田保育園で実施したのが、神島田と

私の出会いです。その後、地域コミュニティー

の中で、公私立の園として交流してきました。

民間移譲になり、両園とも永美福祉会の園にな

りました。今後も、津島地域の大切な子育て施

設として、課題を乗り越えて行きます。皆様の

ご支援お願いいたします。「子育てのすてき」を

一緒に見つけていきましょう ❣❣

永美福祉会 HP →  www.nagami.or.jp/ 

広報誌のバックナンバーも掲載中！是非みてね！
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♡

夏恒例のスイカのフルーツカクテル

見た目も味もサイコー★

        七彩ホーム
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私達の園・施設では、利用者様や園児の皆様を守る為、感染予防により一層取り組み、新型コロナウィルス感染

拡大防止を徹底しながら、楽しんで頂けるような活動や取り組みを行っています。

各事業所、コロナ禍になる前と後の取り組みの変化や、感染予防対策を掲載します。

しらさぎホームヘルプステーションでは、ご自宅へ訪

問、外出支援など様々な形態でのサービスを提供をして

いるため、コロナ禍でも安心してご利用いただけるよう

に、出勤時、ご自宅訪問前の検温や手指消毒など徹底し

ています。

ヘルパーは様々なシーンで、いつでも感染予防ができ

るようにアルコール消毒や除菌シートなど感染予防グッ

ズを常時携帯し、生活に必要な支援や余暇活動を支援し

ていけるよう感染防止対策を引き続き行っていきます。

彩雲館ケアホームでは、コロナウイルス感染予防対策

として、以下の対策をしています。①食事の際に対面に

ならない座り方の工夫や咳き込みなどがよく見られる方

にはパーテーションを設置。②空いた時間でマスク着用

の練習。③手すりやドアノブなどの消毒以外に玄関やリ

ビング、脱衣所に空間除菌剤の設置④帰宅後や食事前な

どの手指消毒。などに取り組み、入居者の日常を維持で

きるよう努めています。

しらさぎ福祉園では、喫茶ゆめひろばにて、安全にお客

さんが利用できるよう、換気や拭き消毒はもちろんのこ

と、使用したコップ等をつけ置き消毒しています。

そして、園の利用者さんが触れるドアの拭き消毒も、ゆ

めひろばのスタッフが午前、昼、午後と計三回、次亜塩素

酸ナトリウムを使用して拭き消毒をしております。

７月からは、施設内のウイルス、細菌を除去できる装置

を導入して、感染予防を行っています。

しらさぎケアホームでは、コロナウイルス感染の拡大

以前より消毒、体調管理をもちろん行っていました。感

染が拡大してからは更に密な連絡と管理でいち早く発

見して感染が拡大しないような取り組みを行い、ホーム

ではなるべく普段通りの生活を送れるようにマスクを

外して生活をしてもらい、そのなかで Icheck（簡易抗原

検査）をホームで準備して早めの検査が行えるように対

応をしています。簡易検査でいち早く状態の確認を行

い、感染の拡大を防ぐために職員ともマニュアルを基に

対応を確認して周知をしています。

お客様が使用したコップ

を消毒します。

感染予防グッズ。ヘルパー

が常時携帯しています。

公共施設への出入りの際は必

ず手指の消毒をしています。

一日３回、拭き消毒をし

ています。

使うことがないことを祈

りつつ…

送迎バス到着までの時間を使

用してマスクの練習。待ち時間

もソーシャルディスタンス！

対面にならないように

座って食事を摂ります。

習慣になりました。
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ス ク リ ー ン に

写 る 他 グ ル ー

プ の 様 子 に 皆

さん興味津々

開会式では、佐伯館長が画面に登場！！

彩雲館では、コロナ禍の活動等を、皆さんの安全を守

る為、オンラインで行えることはオンラインで行ってい

ます。

４月、各グループの活動部屋にて初めてオンラインで

の入所式に参加していただき、新しい利用者さんをみん

なでお迎えしました。

7 月には施設全体でかき氷大会を行いましたが、その

際も、開会式をオンラインで行い、他者との接触をでき

る限り避ける開会式が実現しました。彩雲館の機能回復

訓練室でのかき氷大会にはグループ毎で参加する等、密

や接触を避けながらコロナウィルス感染防止対策に努め

ました。

例年、園外活動を積極的に取り入れてきましたが、現

在は、人が多く集まる場所での活動が難しい状況になっ

ています。そこで、園内の活動でも楽しめる体験を！と

いうことで、普段の生活では経験することが難しい科学

あそびを取り入れ始めました。どろりんという不思議な

粉の上を歩いたり、大きなしゃぼん玉の中に入ったり

と、子どもたちは、毎回目を輝かせています！

また、夏季には全保育室、バス、遊具の消毒・抗菌を

行いました。

今後も感染症対策と豊かな体験の両立に取り組んで

いきます。

ぬりえあそびたのしみだね♡

以前は、給食は子どもと保育者と一緒に食べて

いましたが、子どもを見守る保育者と別の部屋で

食事をする保育者に分かれて対応しています。

幼児クラスでは飛沫感染を起こさないよう、食

事中に会話をしないように取り組み、1 テーブル

に 2 人までとして対角線上に座り食べています。   

また、各保育室には、オゾン発生器や空間除菌

脱臭機を設置し、常に除菌しています。子どもが

帰った後などには高濃度オゾンにし除菌してい

ます。

かるがも園では、緊急事態宣言下は、少人数設定の

2 部制の支援にして、密を避けて支援を行いました。

少人数によりわかりやすさと安心感の中で生活や活動

を行うことができていたように感じます。また、職員

が一人ひとりの様子をきめこまやかに知ることがで

き、親子さんへの支援をより手厚く行えるようになり

ました。

行事なども、コロナ禍で通常通りとはいきません

が、中止とするのではなく、どうしたら安全に、かつ

一人ひとりに合わせた経験ができるかを職員で検討し

ながら活動を行っています。

今後もかるがも園が安全かつ安心な場、親子の方の

居場所となれるよう努めてまいります。

ぬりえあそびしま～す☆

どろどろでおもしろいね！

科学遊び楽しみだね♪ オゾン発生器黙食しています！！



編 集 後 記

法人広報誌、今年度１回目の発行です。

ページ内容を決める会議を行っていますが、昨年度からオンライン会議と

なっているため、思いや考えを伝え合い、共有することにもどかしさを感じ

ながら編集作業を進めてきました。何とかこのように一つの形になりホッと

しています。改めて、何気ない生活や当たり前にできていたことに、感謝を

する日々です。

“豊の秋 ～とよのあき～”さまざまなものが実る季節ですね。豊という字

は物が多い・ゆたか・ふくよかの意味を持ちます。自然の恵みにも感謝の気

持ちを持ちたいものです。“○○の秋”皆様はどんな秋をお過ごしでしょうか。

～ 『こ こ か ら』を通して、皆さまとのこ
・

れ
・

か
・

ら
・

を ～

            広報委員会 一同

                            

法人役員（理事・監事）  理事長 沢田 一郎    理事 石原 民敏     理事 松永 信行

         理事  上赤 正文    理事 山田 英治     理事 吉田 一江

            監事  田中 和夫    監事 肥田 正               

法人評議員       評議員 森 文雄     評議員 山本 智志江   評議員 山田 久孝

            評議員 石原 千香子   評議員 松永 久美    評議員 位田 泰一

            評議員 河野 美貴

法人苦情解決第三者委員  服部 映次    田中 和夫

また、今回退任された犬飼三郎 阿部京子 横山敏彦 各氏には、これまで長きにわたり、

理事、評議員としてご尽力いただきました。感謝申しあげます。

発行   社会福祉法人永美福祉会 広報委員会
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唐臼保育園

★所在地 〒496-0026

津島市唐臼町郷裏 55

★電話 ：0567-32-2126

★ＦＡＸ：0567-32-2328

神島田保育園

★所在地 〒496-0025

津島市中一色町東郷 4

★電話 ：0567-31-0672

★ＦＡＸ：0567-31-1805

かるがも園

★所在地 〒496-0045

津島市東柳原町 3-69

★電話 ：0567-27-3915

★ＦＡＸ：0567-27-3916

しらさぎ福祉園

★所在地 〒496-0004

津島市蛭間町弁日 177

★電話 ：0567-25-8226

★ＦＡＸ：0567-27-4080

しらさぎ

ホームヘルプステーション

★所在地 〒496-0004

津島市蛭間町弁日 176

★電話 ：0567-24-7729

★ＦＡＸ：0567-24-7799

彩雲館

★所在地 〒496-0863

津島市上之町 1-54-2

★電話 ：0567-24-7111 

★ＦＡＸ：0567-28-5551

しらさぎケアホーム

しらさぎホーム

  しらさぎ第２ホーム

しらさぎの家

しらさぎハイム

V6

彩雲館ケアホーム

七彩ホーム

しらさぎ相談支援事業所

法人事務局

永美福祉会 事業所紹介

法人新役員紹介


